
ＣＳ－２１シリーズ製品の特徴

ＣＳ－２１シリーズ製品は「けい酸塩系表面含浸材」に分類される無色透明な水溶液であり、コンクリートに
塗布後の外観変化がほとんどない材料であるため、無塗布（ＣＳ－２１塗布前）箇所とＣＳ－２１塗布後箇所
を目視により確認することが困難である。

けい酸塩系表面含浸材の塗布箇所確認方法

土木学会発刊のコンクリートライブラリー１１９ 表面保護工法 設計施工指針（案）では、工種別マニュアル
編:表面含浸工マニュアル「６章 表面含浸工の検査および記録」において、表面含浸工を適用した箇所の完了
検査項目の一例として、Ｐ１８５に下表が掲載されている。

また、土木学会発刊のコンクリートライブラリー１３７ けい酸塩系表面含浸工法の設計施工指針（案）では、
参考資料編「６章 けい酸塩系表面含浸工法の検査実施例」において、けい酸塩系表面含浸材の塗布確認方法
の一例（試薬法）として、Ｐ２０３に下写真が掲載されている。

ＣＳ－２１塗布工法における塗布箇所の確認方法について



ＣＳ－２１シリーズ製品塗布箇所の確認方法

ＣＳ－２１シリーズ製品はアルカリ性（ｐＨ１１.０～１３.０）の水溶液であるため塗布含浸部分にアルカリ
性を付与する。

そのため、塗布前後にフェノールフタレイン溶液を噴霧すると、無塗布（塗布前）箇所では、無色のまま変化
がなく[写真①]、ＣＳ－２１シリーズ製品塗布後箇所では、赤紫色に呈色[写真②]するため、ＣＳ－２１シリ
ーズ製品塗布の有無を可視化することができる。

ＣＳ－２１塗布確認シート

ＣＳ－２１塗布確認シートは、中央部分のフェノール試験紙をＣＳ－２１シリーズ製品塗布前後に接触させる
ことで、無塗布（塗布前）では無色のまま変化がなく[写真③]、ＣＳ－２１シリーズ製品塗布後では赤紫色に
呈色[写真④]することが確認できるため、ＣＳ－２１シリーズ製品塗布の有無を可視化することができる。

フェノールフタレイン溶液噴霧による確認方法に比べ、任意の複数箇所での確認が容易であり、フェノールフ
タレイン溶液の飛散や垂れによる試験箇所以外の呈色がない特長があり、任意の箇所でＣＳ－２１シリーズ製
品塗布の有無を容易に確認することが可能なツールである。

適用にあたっての注意事項

若材齢のコンクリートは、一般にｐＨは１２～１３という強アルカリ性であるため、無塗布（塗布前）箇所と
ＣＳ－２１シリーズ製品塗布後箇所ともに、フェノールフタレイン溶液を噴霧またはＣＳ－２１塗布確認シー
トを接触させると呈色するため、正確な判定を行うことができない。

適用にあたっては、無塗布（塗布前）では呈色しないことを事前に確認する必要がある。[写真⑤]

写真③　無塗布（ＣＳ－２１塗布前） 写真④　ＣＳ－２１塗布後

写真②　ＣＳ－２１塗布後写真①　無塗布（ＣＳ－２１塗布前）

写真⑤　施工前：表面中性化確認

＊フェノールフタレイン（Phenolphthalein）の物性＊

　中性では無色で、ｐＨ８以上では淡い赤紫色になるが、
　さらにアルカリ性になると濃い赤紫色になる。

　　酸 性　　中 性　　アルカリ性
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